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１．研究計画の概要 
 本研究では、従来の二つの主要な地殻変動
観測のスケール、すなわち横坑に設置された
伸縮計による 10m～100m のスケールの観測、
および GPS による 10km～100km 基線での観測、
の中間のスケール(数百m～数km)の地殻変動
を観測する手法を開発する。具体的には、２
光波干渉計をベースに「量子標準」を測定基
準としたシステムを開発する。その結果、高
分解能と長期安定性をともに有する観測が
可能となり、テクトニック変動をリアルタイ
ム観測できる長期地殻変動観測手法の確立
をめざす。 
 
２．研究の進捗状況 
 神岡 100m レーザー伸縮計による連続観測
により地震にともなうひずみステップを解
析した。能登半島沖地震や宮城岩手内陸地震
など M6-M7 クラスの 10のイベントを解析し、
10-8～10-10 程度のひずみステップを検知した。
地震波解析からもとめられた震源断層とこ
れら高精度な測地学的観測結果は整合し、逆
に本装置のような高精度ひずみ計を用いた
far-field での測地学的観測により震源断層
パラメーターや地盤の剛性率について制約
を与えることができることを示した。従来の
ＧＰＳやＳＡＲによる近地での測地学的観
測と相補的な制約を与えることができる。 
 ２光波干渉計の開発については、産業技術
総合研究所の光学トンネル内に建設した基
線長約80mのプロトタイプを用いて試験観測
を実施した。その結果、１光波に気圧・気温
補正を行った場合と２光波単独の場合はほ
ぼ整合した結果が得られ、10-9 台の観測精度
が得られた。地震波形については干渉縞の欠

落なく高い精度で記録できることを示した。
この装置は神岡地下サイトに移設され、レー
ザー伸縮計との並行観測を行っている。神岡
では原子時計に同期したパルス波を用いた
弾性波応力計の設置も完了し、当初計画に則
した複数の量子標準観測装置による並行観
測を行っている。 
 名古屋大学犬山観測所では、石英管伸縮計
と並行させた30mレーザー伸縮計の設置作業
が完了し、従来型地殻変動観測装置との比較
観測を行っている。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
（理由） 
 ２光波干渉計や犬山レーザー伸縮計につ
いては、観測開始が計画よりも若干遅れてい
る。しかしそれは、開発時の性能評価を着実
に進めてきた結果であり、当初の期待以上の
性能が得られている。たとえば、２光波干渉
計は分解能が 10-9台に達し、懸念された地震
時の干渉縞の欠落も見られなかった。また、
犬山レーザー伸縮計は移設以前と比べて安
定性が格段に向上し、観測中に制御が外れて
中断する問題を自動制御回路により解決し、
長期間の連続運転を可能にした。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 残り１年の研究期間で、並行観測によって
得られたデータをまとめる。 
（１）神岡の４つの観測装置（レーザー伸縮
計、絶対長干渉計、２光波干渉計、弾性波応
力計）の長期・短期データの相関を調べ、温
度・気圧・地下水位等の環境依存性とノイズ
レベルの評価を行う。 
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（２）犬山のレーザー伸縮計と従来型石英管
伸縮計の比較観測の結果から、両者の相関を
評価し、過去の石英管データの補正を試みる。 
（３）以上の結果から、近い将来に実施すべ
き長期地殻変動観測手法についての見通
し・提案をまとめる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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